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にレコーター 


取扱説明書 


お買い上げいたださありがとラございまず。 

1電気製品はま全のた故の注意事項を守らない 
1/^警告1 と、火災や人身事故になることびあ 0 ます。こ 
の取扱説明書には、事故を防ぐための重要なミ主 
意事項と製品の取り扱いかたを示しています。 

この取扱説明書をよくお読みのラえ、 製品を安全にお使いく 
ださい。お読みになったあとは、いつでも見5れるところに 
必ず保管してください。 


巧電式電化にごいて 

• 機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 

•取扱説明書に記載された充電ち法な外で充電しない。 

• バッテ U —キヤ U ングケースび付属されている場合は、必ずキヤ I 」ングケースに入れて携帯、保管する。 
• 火の中に入れない。 

• ショートさせた0、分箱、加熱しない。 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯、な管しない。 

•火のそばや直射日光のあたるところ、炎天下の車中など、高温の場所で使巧、保管、放置しない。 

• 水などで濡らさない。風呂場などの湿気のをいところで使わない。 

• 外装のビニールチューブをはびしたり、傷つけない。 

• 指定された種類の充電式電池切外は使用しない。 

• 長時間使用しないとさは取りはずず。 

• 液漏れした電池は使わない。 

• 種類の違ラ電池を混ぜて使わない。 


曰本国内での巧電式電池の廃棄について 


鶴 

Ni-MH 


ニッケル水素充電池は、リサイクルできます。不要になったニッケル水素充電池 
は、金属部にセ□八ンテープなどの絶縁テープを貼って充電式電池 IJ サイクル協 
力店へお持ちください。 

充電式電池の回収- U サイクルおよび U サイクル協力店については一般社団法人 
JBRC ホームぺージ http :// www . jbrc . net / hp / contents / index.html を参照して 
<ださい。 
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A 巧電化について 

• ル さい電池は飲み込む恐れびあるので、乳幼児の手の届かないところにな管ずる。 電池を軟み込んだ 
ときは、窒息や胃などへの障害の原因になるので、ただちに医師に相談してください。 

• 機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 

• 充電しない。 

• 火の中に入れない。 

• ショートさせた0、分解した0、加熱した0しない。 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯、な管しない。 

• 長時間使用しないときや、使い切った電池は取りはずす。 

• 新しい電池と使用した電池、種類の異なる電池を混ぜて使わない。 

• 液漏れした電池は使わない。 



事故を防ぐためになのことを必ずお守り<ださい。 

• 安全のための注意事項を守る 
•故障した5使わない 

•万一異常が起きたら、お買い上げ店またはソ ニーサー ビス窓□に修理を依頼する 


警告表示の意ほ 

この取掘説明書では、次のよラな表示をしています。表示の内容 

J 日 -^•— 


をよく理解してから本文をお読みください。 

IA 危哟 

辻思な 1 巧 9 吕 

^ A 

この表示の注意事項を守らないと、火災-感電-破裂などにより 

乂災 

感電 

死 t や大けびなど人身事故び生じます。 

行為を禁止する記号 

A 警告 

0 

禁止 

分解禁止 

この表示の注意事項を守らないと、火災-感電などにより死 t や 
大けびなど人身事故の原因となります。 

1/\注意1 



この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の事故によりけ 

めれ手禁止 

接触禁止 

びをしたり周辺の家財に損害を与えたりすることびあります。 




IA 警告 I 4 A 

-1 煙 威里 


下記のま意事項を守5ないと义災-感電に 
より死こや大けびの原因となります。 


運乾中は使用しない 

• 自動車、才ートバイなどの運転をしなびらへッドホンなどを使用したり、 
細かい操作をしたり、表示画面を見ることは絶対におやゆください。交通 
事故の原因とな0ます。 

•また、ホきなびら使用ずるとさち、事故を防ぐため、周囲の交通や路面状況 
に 充分 ごを 意 < ださい。 



内部に水や異物を落とさない 

水や異物び入ると火災や感電の原因となります。万一、水や異物び入ったと 
きは、すぐに電池を抜き、お買い上げ店またはソニーヴービス窓□にご相談 
ください。 



湿気やほこり、油煙、湯気のをい場所や、直射日光のあたる場所には置 
かない 

火災や感電の原因となることびあります。とくに風呂場では絶対に使用し 
ないで < ださい。 



雷が鳴りだした5、電源プラグに軸れない 

感電の原因とな0ます。 



接地禁止 


A な叫 下記のミち意事項を守 6 ないとけびをしたり周辺の家財に 

/へ'止思 I 損害を与えたりずることびあります。 


内部を開けない 

感電の原因となることびあります。内部の点検や修理はお買い上げ店また 
は ソニーサービス 窓□にご相談ください。 



大音量で長時間つづけて聞さずぎない 

耳を刺激ずるよラな大きな音量で長時間つづけて聞くと、聴力に悪い影響を 
与えることびあります。とくにへッドホンで間くときにごを意くださし、。 
呼びかけられて返事びでさる < らいの音量で聞さましよラ。 



はじめか5ボリュームを上げずぎない 

突然大きな音びでて耳を痛めることびあります。 


0 


禁止 


電池についてのまを上のごミ主意 


液漏れ•破裂■発熱•発火-誤飲による大けびや失明を避けるため、切下の注意事項を必ずお守 
りください。 



巧電式電お、を電池び液漏れしたとを 

•充電式電池、乾電池の液び漏れたとさは素手で液をさわらない。 

• 液が本体内部に残ることびあるため、ソニーのネ目談窓□(下記)またはソニーサービス窓□に相談する。 

• 液び目に入ったとさは、失明の原因になることびあるため、目をこす5ず、すぐに水道水などのされい 
な水で充分洗い、ただちに医師に相談する。 

• 液び身体や巧服についたとさは、やけどやけびの原因になるため、すぐにされいなかでミ先い流し、皮膚 
に炎症やけびの症状びあるとさには医師に相談する。 


よくあるお間い合わせ、窓口受付時間などはホームページをごま用ください。 

RJIQM フリーダイヤル . 01吕 0-333-020 

携帯電話. PHS— 部の IP 電話‘0466 -31-2 己11 

フリ-ダ仆ル .0120-222-330 4 

携帯電話 .PHS ’-部の IP 電話. 0466-31-2531 

I ※取の説明書’リモコン等の辑入相該はこち6へお問い合わせください。 


http://www.sony.jp/support/ 


を記ま号へ接続を、最初の 
ガイダンスがミ荒れている間に 
「30 3 J + r # J を巧してください。 

直接、担当窓□へおつなぞしまず。 


FAX (巧 a) 0120 - 333-389 


ソニー株式会社 干 1 0 S -007 己東京都港区港南 1 -7- 1 


挽注意 I 乾電删口ぃて 

•火のそばや直射日光の当たるところ、炎天下の車中など、高温の場所で使巧、保管、放置しない。 
• 水などで濡らさない。風呂場などの湿気のをいところで使わない。 

• 外装のビニールチューブをはびしたり、傷つけない。 

• 指定された種類の電池政外は使用しない。 


•本製品の不具合によ0、録音や再生びでさなかった場合、および録音内容び破損または消去された 
場合など、いかなる場合においてを録音内容の補償についてはご容赦くださし、。 

また、いかなる場合においてを、当社にて録音内容の修復、復元、複製などはいたしません。 

• 本製品を使用したことによってをじた金銭上の損害、逸失利なおよび第兰をからのいかなる請ホ 
につきましてを、当社は一切その責任を負いかねます。 

• 緑り直しのきかない録音の場合は、必ず事前にためし緑りをしてください。 

• お客様び録音したをのは個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利者に無断で使用できま 
せん。 


パックアップのおすずめ 

万一の誤消去や、にレコーダーの故障などによるデータの消滅や破損にそなえ、大切な録音内容は、 
必ず予備として、テーフレコーダー、=ニディスク、コンピューターや他のにレコーダーなどに保を 
して < ださし、。 


お問い合わせ窓口のご案の 

本機についてご不明な点や技術的なご質問、故障と思われるときのご相談については、下記のお問 
い合わせ先をご利用 < ださい。 

• 本機の商品カテゴリーは[にレコーダー]です。 

• お問い合わせの隙は、次のことをお知らせください。 

• 型名：に D - BX 122 • シ U アルナンバー：電池ボックス内に記載 

• ご相談内容：できるだけ詳しく • お買い上げ年月日 


準備 

準備1:箱の中身を確認 
する 

本体 (1) 

表示窓に貼られているフィルムを剥びしてお 
使い < ださい。 

ソニー単4形アルカリ乾電池 (2) 
取扱説明書(本書) （1) 


本体(裏面) 



保記書 (1) 

この取扱説明書で説明しているし:外の変更 
や改造を行った場合、本機を使用でさなくな 
ることびありますので、ごミ主意ください。 

各部のなまる 

本体(表面） 



田内蔵マイク 
图(マイク）ジャック* 

固表术窓 

团フオルダ/メニューボタン 
固分割ボタン 
固 ■ (停止)ボタン 
回►-再生/ミ夫定ボタン* 

圃 一 W (早戻し/レビュー)、 ►►! + 
(早送り/キュー)ボタン 
图 スピーカー 
画。（へッドホン）ジャック 
回録/再ランプ 
回消去ボタン 
圆音量一/ +■* ■ボタン 
画表示ボタン 
画♦録音/一時停止ボタン 

* 凸点(突超)びついています。操作の目安、端子 
の識別としてお使いください。 


圆ホールド-電源スイッチ 
画電池ぶた 

圆ストラップ取り付け部 

(ストラツプは付属していません。） 


表巧窓 



田 U ピート再生表示 

U ピート再生中に表示されます。 

图ホールド、メニュー表示 

ホールド中に表示されます。また、選ん 
だメニュー項目と設定び表示されます。 
回マイク感度表お 

メニューで設定されている録音時のマイ 
ク感度び表示されます。 

团フォルダ表示 

現在選択されているフォルダ (凸，回,因， 
因, または 白) び表示されます。 

固 電池 マーク 

電池残量び表示されます。 

固録音モード表示 

停止中はニューで設定されている録音 
モードび、再生中はそのファイルの録音 
モードび表示されます。 

回録音表示 

録音中に表术されます。 

固 保護 マーク 

ファイルび保護設定されているとさに表 
示されます。 

回録音曰時表示 
圆；>< モ1」一残量表示 

回経過時間、鶏り時間、録音曰付、録音時刻、 
現在時刻表おなど 

画位置表示頒在のファイル、総ファイル)、 
DPC 設定値、 V 0 R 表示 


準備4 :時計を合わせる 


準備2 :電池を入れる 

表示窓に貼られているフイルムを剥びしてお 
使い < ださい。 


電池ぶたを矢印の方向へずらして開け 
る。 



単 4 形アル カ U 乾電池(付属)を 2 本入 
れ、ふたを閉める。 


どちらの電池を©から先に 
入れて < ださい。 



電池ぶたは落としたり、無理な力を加えたり 
するとはずれることびあります。そのとをは 
下の図のよラにはめ直してください。 



クヒント 

• 電池を交換する際、電池を取りはずしてを録音 
したファイルは消えません。 

• 電池を交換する際、電池を取りはずしてを約1 
分間、時計は動いています。 

• 使用しない場合でわ、わずかですび電池を消耗 
します。この場合の電池寿命は、温度などの環 
境によっても異なりますび、約2か月び目安で 
す。長い間ご使用にならない場合は、電池をは 
ずしておくことをおすずめします。 

a ごま意 

• マンガン電池はお使いになれません。 

• 乾電池を交換するときは、必ず2本とを新しい 
乾電池に交換してください 

電池を交換する時期 

電地の残量び少な < なって < ると、表お窓の 

表示でお知らせします。 

電池の残量表示 

:爲：：電池の交換時期び近づ’いています。 



フオルダ/メニニ 


電池を入れてすぐに時計を 
合わせる 

お買い上げのあと、初めて電地を入れたとを 
や、電池を损いたまましばらくお使いになら 
なかったあとに電池を入れたとさは、年表示 
び点滅します。 

1 年ををわせる。 

— M ィまたは ►►! + ボタンを巧して、年 
の数字(西暦の下2析の数字)を選びます。 
►-再生/ミ夫定ボタンを押すと、カーソル 
び月表示に移量]します。 

ザ！ /月曰 

、» つ ' t t 
'化 、 I I 


2 同じ手順で、月、日、時、分の順に設定す 
る。 

— M ィまたは ►►! + ボタンを押して、数 
きを選び、►-再生/決定ボタンを押し 
て決定します。 

時計設定中に、■(停止)ボタンを巧すと、 
キャンセルされます。その場合は、メ 
ニューを使って時計を合わせて<ださい。 

メニューを巧って時計を合 
わせる 

停止中にメニューを使って時計を合わせるこ 
とびでさます。 

1 フオルダ/^ニューボタンを長押しし 
てメニューモードに入る。 

メニュー画面び表おされます。 

2 - W ィまたは ►►! + ボタンを押して、 
に ET DATE 」 を選び、►-再生/決定 
ボタンを巧す。 


3 -I ◄◄または ►►! + ボタンを巧して、 
年、月、曰、時、または分の数宇を選び、 
► 再生/決定ボタンを巧して順に設 
定する。 



4 ■(停止)ボタンを巧して、メニュー 
モードを終了する。 

をヒント 

メニュー操作中、ひとつ前の操作に戻るには、 

フオルダ/メニューボタンを巧します。 

H ごま意 

時計設定モードに入ってから、設定を完了しなし、 
まま1分於上操作を巧わない場合、時計設定モー 
ドびキャンセルされ、停止画面に戻ります。 


録音する 



♦録音/一時停止 


♦ 録音/一時停止ボタンは、録音中ずっ 
と押し続ける必要はありません。 

新しいファイルは自動的に選んだフオル 
ダの一番最棲に録音されます。 


録音を止める 


■ (停止)ボタンを巧す。 

今録音したファイルのはじめで停止しま 
す。 


その他の操作 


録音を一時停止ずる* 

• 録音/一時停止ボタンを巧す。 

録音一時停止中は録/再ランプび赤く 点滅 
し、 「 PAUSE 」 び点滅します。 

* 録音を一時停止して約1時間たつと、録音一 
時停止は解除され、録音停止になります。 

録音一時停止を解除する 

ちラー度 ♦ 録音/一時停止ボタンを巧す。 
先ほど録音していたファイルに続けて録音 
することびでをます。(録音停止後、録音を 
続けず、停止するとさは、■(停止)ボタン 
を押します。） 

今録音したばかりのファイルを聞く 

►-再生/ミ夫定ボタンを巧す。 

録音び觸除され、今録音したファイルのは 
じめから聞 < ことびで去ます。 

早戻し再生する 

録音中または録音一時停止中に一！◄◄(早 
戻し）ボタンを長押しする。 

録音び解除され、今録音したところび早戻 
し再生されます。一 W ボタンを離すと、 
離したところから再生び始まります。 

なヒント 

• 本機で録音されるファイルは MP 3 ファイルで 
録音されます。 

• 备フオルダには、最高弓弓のファイルび録音でき 
ます。 

•録音をする前に、あらかじめためし録りするか、 
録音モニターをしなびら録音することをおす 
すめします。 

• 録音される音声び大さずぎる、または歪むとき 
は、メニューの rM に」 （7 イク感度)を r / u に 
設定してください。録音される音声びルさず 
ぎるときは、メニューの rM に」（マイク感度)を 
r / HJ に設定してください。 

a ご注意 

• 画面上に 「 ACCESS 」 び点滅中、または録/再ラ 
ンプびオレンジに点滅している間は、電池をは 
ずさないで<ださい。データび破損するおそ 
れびあります。 

• 録音を始める前に必ず電池残量表示を確認し 
てくださし、。 

• 録音中に、本機に手などび当たったり、こずっ 
たりすると雑音び録音されてしまラことびあ 
ります。録音び終了するまでは、本機に軸れな 
いよラに、ご注意ください。 

• 録音中や再生中に、本機を電灯線、壁光な、携帯 
電話などに近づけずざると、ノイズび入ること 
びおります。 

メモ y —残量表示について 

鶏量び減ると、ひとつずつ消えていさます。 


- 7s i 

.つ。。パり I ：! . 


点滅 

、レ 
こ一こ 


録音中に鶏り時間び10分を切るとメモリー 
残量表おび点滅し、鶏り時間び1分を切ると 
「残り時間」表示モードに切り替わり、残量表 
おとカウンター表示び点滅します。 

残量びなくなると、録音び自動的に停止し、 
「 FULL 」 と画び点滅します。録音するには、 
不要なファイルを消去してください。 

録音中の音を聞< 



•音量一/+ 


へッドホンを(へッドホン）ジャックにつ 
なぐと、録音中の音をモニターすることびで 
をます。 

へッドホンからの音量(モニター音量）は、音 
量一/ +ボタンを巧して調節します。録音 
される音量に影響はありません。 

n ご注意 

録音中に音をモニターしている場合はノイズ 
カツトの設定は無効になります。 


指：： 「 L 0 BATT 」 び点滅し、操作び停止します。 

準備3 :電源を入/切す 
る 



ホールド-電源スイッチを r 入」の方向にずら 
すと、電源び入ります。 

電源を切るには 

お使いにならないと去は、電源を切ることで 
電池の消耗を低減することびでをます。 

停止中にホールド-電源スイッチを「切」の方 
向にず6すと， rOFF 」 び点滅し、しばらくたっ 
てから電源び切れます。 

クヒント 

• 長時間ご使巧にならない場合は、電源を切って 
お< ことをおすすめします。 

• 電源を入れて停止状態のまま約10分間経過ず 
ると自動的に表示びミ肖えます。（ボタンを巧せ 
ば、操作でさます。） 


H ごま意 

録音を始める前に、ホールドを解除して電源を入 
れて < ださし、。 

フォルダを選ぶ 

1 フォルダ/メニューボタンを巧して、 
録音するファイルを保存したいフォル 
ダを選ぶ (囚，回，因，因， または 白)。 
録音した後にフォルダを変更した場合、 
次にファイルを録音したとをから、新し 
く選んだフォルダになをされます。 

録音を始める 

をヒント 

音南はモノラルで録音されます。別売のステレ 
オマイクを接続し、 SHQ モードまたは HQ モー 
ドに設定して録音すると、ステレオで録音できま 
す。 

1 内蔵マイクを録音する音の方向へ向け 
る。 

2 停止中に♦録音/一時停止ボタンを 
巧す。 

緑/再ランプびオレンジに点滅横、ホで 
点むします。 


再生する 



► 再生/決定 
音量一/+ 


フオルダ/メニュ - 


H ごミ主意 

再生を始める前に、不ールドを辭除して電源を入 
れてください。 

再生をおめる 

1 フオルダ/メニューボタンを巧して、 
再生するファイルび保をされたフオル 
ダを選ぶ (凸，回因,因, または 白)。 

2 - W イまたは ►►! + ボタンを押して 
再生するファイルを選ぶ。 


囚 

/H SHQ — 

■ぞ^^ 


時間 分 巧 

I I •，の1こ f 
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3 ►再生/ミ央定ボタンを押す。 

すぐに再生び始まり、録/再ランプび緑 
に点むします。 


巧 


/H 

/ / 

SP 

、、1 

時間 

U 

せ巧 

__ 

JJ8 


4 音量一/+ボタンを巧して、音量を調 
節する。 

再生を止める 

1 ■(停止)ボタンを巧す。 

その他の操作 

再生の途中、その位置で停止ずる 

►-再生/決定ボタンを押す。 

ちラー度►-再生/決定ボタンを押すと、 
止めたところから再生び始まります。 

今聞いているファイルの頭に戻る 

— w ボタンを短く1回巧す。 

前のファイル、さらに前のファイルに戻る 

一! ◄◄ ボタンを短く何回か巧す。 

(停止中は押したままにすると、連続して戻 
りまず。） 

巧のファイルに進む 

►►1 +ボタンを短く1回押す。 

さらに次のファイルに進む 
►►1 +ボタンを短 < 何回か押す。 

(停止中は押したままにすると、連続して進 
みます。） 

1 件を繰り返し聞くには 
(リピート再生） 

再生中に►-再生/決定ボタンを長巧ししま 
す。 

「(：^」び表示され、そのファイルび繰り返し再 
生されます。 

通背再生に戻るには、►-再生/ミ夫定ボタン 
を押します。 

表示を切り換える 



再生、停止、録音中に表示ボタンを巧して、力 
ウンタ表示を切り撰えることびでをます。 

残り時間(録音中は録音可能 
経過時間 時間、再生中は再生残り時間) 


時間分 お 残 D 時間せ が 

n IJ t :ごい，, L ' lr , 

U I I JU J ILI … IU 




n ご ミ 主意 

• 一度消去した内容はをとに戻すことはできま 
せん。ご注意ください。 

• 消去を始める前に、ホールドを解除して電源を 
入れて < ださい。 

•保護設定されたファイルは消去できません。 
メニューで rLOCKJ を rOFF 」 に設定してから、 
消去してください。 


1 停止中または再生中に、消去したい 
ファイルを選ぶ。 


2 停止中は消去ボタンを長巧し、再生中 
は消去ボタンを押す。 

確認音び鳴り、ファイ J レび繰り返し再生さ 
れ、フアイル番号と 「 ERASE 」 、「消去」び点 
滅します。 



3 「 ERASE 」、 「消去」の点滅中に消去ボタ 
ンをもラ1度押す。 

ファイルび消去され、切降のファイル番 
号び繰り上がりまず。 

違中で消まをやめるには 

手順3の前に ■ (停止)ボタンを押します。 

ひとつのファイルの一部分だけ消去ず 
るには 

ファイル分割で消去する部分としない部分に 
分け、消ましたい部分のファイルを選び上記 
の手順を実行します。 


誤操作を防止する 
(ホール H ) 


ボタン操作をでさないよ5にず 
るには 



録音または再生中に、ホールド' 電源ス 
イツチを矢印の方向にずらします。 
「 HOLD 」、 「ホールド」び点滅し、すべての 
ボタンび操作でをな<なります。 


ボタン操作をでをるよラにずる 
には 

ホールド-電源スイッチを矢印と反対の 
方向にずらします。ボタン操作びできる 
よラになります。 

〇ご ミ 主意 

• 録音中にホールドにした場合、すべてのボ 
タン操作びできなくなり、誤操作を防止し 
ます。録音を止めるには、まずホールドを 
解除して < ださい。 

• 停止中にホールドにすると、電源び r 切」に 
な0ます。 



消去する 


































メニューにごいて 

ゾニューのほいかた 



BEEP (操作音） 

停止中に、操作時の確認音おぶびエラー音を 
設定でをます。 

日 N * :操作時の受け付け確認音およびエラー 
音び鳴ります。 

OFF :操作時の受け付け確認、音やエラー音び 
鳴0ません。 

LOCK (保護） 

停止中に、ファイルを保護して、消去、分割や 
移動びでさないよラにします。 

ON : ファイルを保護します。 

OFF * :保護設定を解除します。 

MOVE (移動） 

停止中に、ファイルを選んだ他のフォルダに 
移動でをます。^ニューに入る前に、移動す 
るファイルを表示してください。 

Q ご注意 

メニューで 「 LOCKJ び rON 」 になっているフアイ 
ルは移動できません。 


1 フオルダ/メニューボタンを長押しし 
て、;>< ニューモードに入る。 

メニュー画面び表示されます。 



ALL ERASE 任消去） 

停止中に、フォルダのすべてのファイルを一 
度に消去でをます。フォルダを選び、メニユ ー 
モードに入り 、 「ALL ERASE 」 び点滅中に 
► 再生/ミ夫定ボタンを巧すと、フォ j レダ内 
のすベてのファイルび消まされます。 

Q ご注意 

メニューで 「 LOCKJ び rON 」 になっているフアイ 
ルは消去できません。 


2 または ►►! + ボタンを押して、 

設定したい項目を選び、►-再生/決 
定ボタンを巧す。 


3 —w または ►►!+ ボタンを巧して、 
設定を選び、►再生/決定ボタンを 
巧す。 



4 ■(停止)ボタン対甲して、メニュ ー 
モードを終了する。 

n ごま意 

約1分間なにをしないと、メニューモードび自動 
的に解除され、通常の画面に戻ります。 

1つ前の画面に戻るには 

メニュー操作中にフオルダ/メニューボタン 
を押します。 

メニューモードを中止ずるには 

■ (停止)ボタンを押します。. 

メニュー頃目 

た初期設定） 

MODE (録音モード） 

停止中に、音質などの巧途に応じた録音モー 
ドを選べます。音質を重視しない簡易な録音、 
メモ録音は LP モードで長時間お使いになれま 
す。より良い音質で録音したいとをは 、 SHQ 
モードまたは HQ モードをお使いください。 
SHQ * ^モノラル超高音質モード 
(44.1 kHz /192 kbps ) 

HQ :モノラル高音質モード 
(44.1 kHz /128 kbps ) 

SP :モノラル標準モード 
(44.1 kHz /48 kbps ) 

LP :モノラル長時間モード 
(11.025 kHz /8 kbps ) 

n ごま意 

録音中は録音モードの切り換えはでさません。 

M に（マイク感度） 

停止、録音、録音一時停止中に、用途に合わせ 
て、マイクの感度を選べます。 

/ザ：かさな音を大きくするととちに、全 
体の録音レベルを最適化することでバラ 
ンスのとれた録音を実現します。広い会 
議室での録音など、遠くの音やルさい音 
を録音するときに使用します。 

/L : □述録音など、マイクを□元に近づ 
けて録音したり、近くの音や大きい音を 
録音するときに使巧します。 

V 0 R 

停止、録音、録音一時停止中に、 V 0 R (Voice 
Operated Recording ) 機能を設定できます。 
ON :ある大きさ切上の音をマイクび拾ラと 
自動的に録音び始まり、音びルさくなる 
と録音を一時停止します。♦歸音/一時 
停止ボタンを押して、録音を始めると 
V 0 R 機能び働去ます。 

OFF * : V 0 R 機能は働をません。 

DPC 

停止/再生中に 、 DPC (デジタルピッチコ 
ント□ール)機能を設定でさます。 

ON : 十1000/〇 から一 50〇/〇の間で再生速度 

を調節でをます。 

OFF * : DPC 機能は働きません。 

N-CUT (ノイズカット） 

停止/再生中に、ノイズカット機能を設定で 
をます。 

ON :録音した音声を間さやす<するために、 
音声帯域には影響の出ない低域と高域の 
雑音を低減して音声をより間をやすくし 
ます。 

OFF * : ノイズカット機能は働きません。 

n ごま意 

• 録音 モニター 中、 内蔵 スピーカーで 再生中は、 
ノイズカット機能は働さません。 

•ノイズカット機能の効果は、録音音声の状態に 
よって異なります。 

SET DATE (時計設定） 

停止中に、「年」旧」旧」「時」「分」をそれぞれ 
設定して時計を合わせることびでさます。 


その他の録音操作 

音がしたとを自動録音 
する一 V 0 R (Voice 
Operated Recording ) 録音 

ある大ささし乂上の音をマイクび拾ラと自動的 
に録音び始まり、音びかさくなると録音び一 
時停止するよラに設定することびでをます。 

1 フオルダ/メニューボタンを長押しし 
て、メニューモードに入る。 

ニュー画面び表示されます。 

2 または ►►!+ ボタンを巧して、 

rvoR 」 を選び、►-再生/決定ボタン 
を巧す。 


3 —w ◄または ►►!+ ボタンを押して、 
roN 」 を選び、►-再生/決定ボタンを 
押す。 



4 ■(停止)ボタンを巧して、メニュ ー 
モードを終了する。 

5 ♦録音/一時停止ボタンを巧す。 
圆 と rvoR 」 び表示されます。 



マイクで拾ラ音び一定レベル拟下までかさく 
なると、 「 V 0 R 」 と 「 PAUSE 」 び点滅して、 V 0 R 
録音び一時停止状態になります。 

V 0 R 録音一時停止状態のとをに、マイクび一 
定レベル切上の大ささの音を拾ラと、 V 0 R 録 
音び再開されます。 

V 0 R 録音を解除ずるには 

手順3で rvOR 」 を rOFF 」 にしまず。 

Q ごま意 

• ノイズなど不要な音でわ録音び開始される場 
合びあ0ます。 

• V 0 R 機能は周囲の環境に左ちされます。状況 
に合わせてマイク感度を切り換えてください。 
マイク感度を切り換えても思いどおりに録音 
できないときや、大切な録音をするときは、メ 
ニューで rvoR 」 を roFF 」 に設定してください。 


録音の透中でファイル 
を分割する 



続けて録音しなびら新しいファイルとして録 
音することびでさます。 

一度分割すると再結合でをません。 

1 録音中に分割ボタンを押す。 

「DM DE 」 と新ししロァイル番号び点滅し 
ます。 

巧したところから新しいファイル番号び 
つき、2つのファイルとして、続けて録音 
されます。 



ファイル分割 


ファイル2とファイル引ま 
続けて録音される 

ぐヒント 

録音一時停止中でをファ-0レ分割できます。 

Q ご注意 

• ファイルを分割した場合、前のファイルの最後 
の音と、あとのファイルの最初の音び重なる場 
合びあ0、両方の部分で同じ音び聞こえる場合 
びあ0ます。 

• 録音巧能残量時間び3砂未満になるとファイル 
分割はでさません。 


か部7イクやか部機器 
を接続して録音する 



1 停止中に列部マイクまたは列■部機器を 
本機の\ (マイク）ジャックにつなぐ。 

• 別売のステレオマイクを接続し 、 SHQ 
モードまたは HQ モードに設定して録 
音するとステレオで録音でさます。 

• 他の機器に D プレーヤー、テープレコー 
ダーやテレビ、ラジオなど)の音声を録 
音するには、他の機器の音声出力端子 
(ステレオミニジャック）を、別売の才一 
デイ オコードを使ってつなざます。 

2 フオルダ/メニューボタンを押して、 
録音するファイルを保存したいフオル 
ダを選ぶ(凸，回间，面または百)。 

3 •録音/一時停止ボタンを巧す。 

内蔵マイクは自動的に切れ、が部マイク 
またはつないだ機器の音を録音します。 
入カレベルび適正ではない場合は、本機 
のマイク感度の設定を変更してください。 
プラグインパワー対応のマイクを使ラと、 
マイクの電源は本機から供給されます。 

4 録音を止めるには、本機の■(停止)ボ 
タンを巧す。 

をヒント 

録音をする前に、あらかじめたゆし録りをしてか 
ら、録音することをおすすめします。 

電話機や携帯電話の音声を録音ず 
る 

別売の電話録音巧マイク、 ECM - TL 3 を使うと、 
電話機や携帯電話での自分と相手の声を録音 
することびでをます。 

接続方法などについて詳しくは、 ECM - TL 3 
の取扳説明書をご覧ください。 

H ごま意 

• 録音ずる場合には、本磯と接続後、通話状態と 
録音レベルをご確認の上ご使用<ださい。 

•本機を使って通話録音をした場合、万一、これ 
らの不都合により録音されなかった場合は、一 
切の責任を負いません。 


その他の再生操作 


より便利な巧を方法 

高音質で再生ずるには 

• へッドホンで聞く： 

別売のステレオへッドホンを G (ヘッドホ 
ン）ジャックにつないで < ださい。スピー 
カーからは音び出な<なります。 

• 列部 スピーカーで 聞< : 

市販のアクティブスピーカーまたはパッシ 
ブスピーカーを G (へッドホン）ジャック 
につないで < ださい。 

再生中に早送り/早戻しずるには 
(キュー/レビュー） 

• 早送り（キュー）：再生中に ►►! + ボタンを 
押したままにして、聞きたいところで離し 
ます。 

. 早戻し（レビュー）：再生中に 一 W ボタ 
ンを巧したままにして、間去たいところで 
離します。 

最初は再生しなびらあ速で早送り/早戻しさ 

れます。押し続けると、中速、その後高速での 

早送り/早戻しになります。 

を最後のファイルの終わりまで再生または 
早送りすると 

• 最後のファイルの終わりまでまると、 「 END 」 表 
示び約5秒間点滅します。 

点滅中は録/再ランプは緑に点灯しています 
(再生音は間こえません)。 

•「 END 」 の点滅と録/再ランプび消えると、最後 
のファイルの頭に戻って止まります。 

•「 END 」 の点滅中に 一 W ィボタンを巧したまま 
にすると、早戻しされ、離したところから再生 
び始まります。 

• 最後のファイルび長時間のファイルの場合で、 
ファイル中の後ろのちを探して再生したい場 
合は、 + ボタンを巧し続けていったんファ 
イルの最後まで早送りして、 「 END 」 表示の点灯 
中に 一！◄ィボタンを巧して聞さたいところま 
で早戻しして探すと便利です。 

• 最後のファイル政外の場合は、次のファイルの 
頭に送ってから再を中に早戻しずるとすばや 
く探せます。 


再を速度を調節する 
-DPC (デジタル•ピッチ* 
コントロール） 

再生速度を+100%から一 50%の間で調節で 
きます。その隙、音程はデジタル処理により、 
自然に近いレベルで再生します。 

1 停止/再を中にフオルダ/メニューボ 
タンを長巧しして、メニューモードに 
入る。 

；>^ニュー画面び表ぉされます。 


3 —w ◄または ►►!+ ボタンを巧して、 
「 ON 」 を選び、►再生/決定ボタンを 
押す。 



4 一!◄◄または ►►! + ボタンを押して、 
再生速度を選び、►-再生/決定ボタ 
ンを巧す。 

-\« または ► W + ボタンを押すごとに、 
-50%- 〇〇/〇は5〇/〇刻み、日〇/〇〜] 00〇/〇は 
1〇〇/〇刻みで再生速度を設定でさます。 



5 ■(停止）ボタンを押して、メニュー 
モードを終了する。 

DPC 再生中は、設定速度び表示されます。 



通常の再生速度に戻ずには 

手順3で 「 DPC 」 を rOFF 」 にします。 

再を中にファイルを分 
割する 

再生中にファイルを分割して、その場所に新 
しいファイル番号び付けられます。会議など 
1件のファイルび長時間になったときなどに、 
複数のファイルに分割してお<と再生したい 
場所びすばや<探せ、便利です。分割したい 
ファイルび入っているフオルダのファイル数 
びいつぱいになるまで、ファイルを分割でき 
ます。 


1 再生中に分割ボタンを巧す。 

「 DIVIDE 」 と現在のフアイル番号び点滅し 
ます。 

2 もラ1度分割ボタンを巧す。 

新しいフアイル番号びつき、政降のファ 
イル番号はひとつずつちられます。 



1ファイル1 

ファイル2 

ファイル3 

1ファイル1 

^ ファイル分割 
ファイル2 1ファイ J レ3 

ファイル4 


フアイル番号び1つずつ増える 


a ごま意 

•分割したファイルは再結合でさません。（元に 
戻せません。） 

• 10秒切 上 操作しない場合、分割設定び解除され 
停止します。 

• リピート再生中に分割ずると、 U ピート再生は 
解除されます。 

• イ呆護設定されているファイルは分割できませ 


ファイル分割した部分を探して聞くに 
は 

分割したファイルを1件としてファイル番号 
びついているので、ファイル番号を探すとき 
と同様に一 M ィまたは ►►! + ボタンを押し 
て再生する部分を探してください。 


他の機器で録音する 



他の機器で本機の音声を録音でをます。 
録音をする前に、あらかじめためし録りをし 
てから、録音することをおすすめしまず。 

1 本機の0 ( ヘッドホン)ジャックと他 
の機器の音芦入力端テ(ステレオ S 二 
ジャック）を、別売のオーディオコード 
を使ってつなざまず。 


2 本機の►再生/決定ボタンを巧して 
再生状態にし、同時に、つないだ機器の 
録音ボタンを巧して、録音状態にずる。 
本機のファイルび f 也の機器に録音されま 
す。 

3 録音を止めるには、本磯の■(停止)ボ 
タンを押し、つないだ機器の停止ボタ 
ンを巧す。 


2 -W ◄または ►►! + ボタンを巧して、 
「 DPC 」 を選び、►-再生/決定ボタン 
を押す。 


フォルダ巧のをファイ 
ルを一度に消去する 

a ご ミ 主意 

• 保護設定びされているファイルは消去されま 
せん。 

•-隐肖去した内容は元に戻せません。ご注意 
<ださい。 

1 フォルダ/メニ:!ーボタンを巧して、 
ファイルを一度に消去したいフォルダ 
を選ぶ(凸，回,面因,または日)。 

2 停止中にフォルダ/メニューボタンを 
長押しして、メニューモードに入る。 

メニュー画面び表示されます。 

3 一 W または ►►!+ ボタンを巧して、 
「ALL ERASE 」 を選び、►再生/決定 
ボタンを押す。 

FALL ERASE 」、 性消ま」び点滅します。 


4 「ALL ERASE 」、 哈消去」の点滅中に 
► 再生/ミ央定ボタンをちラ1度押す。 


フオルダ内の全ファイルび消まされます。 

5 ■(停止)ボタンを巧して、メニュー 
モードを終了する。 

ファイルを別のフオル 
ダへ巧動する 

n ごま意 

保震設定びされているファイルは移動でさませ 
ん /。 

1 移動したいファイルを表おする。 

2 停止中にフオルダ/メニューボタンを 
長押しして、メニューモードに入る。 

メニュー画面び表示されます。 

3 一 W または ►►!+ ボタンを巧して、 
「 MOVE 」 を選び、►-再を/決定ボタ 
ンを巧す。 

m の H C 

… L •イ L 


4 一 W または ►►! + ボタンを巧して 
移動先のフオルダ(凸，回因,因,または 
白)を選び、►-再生/決定ボタンを巧 
す。 


ファイルは選択したフオルダの最後に移 
動します。 

■ (停止)ボタンを押して、メニュー 
モードを終了する。 


ほ用上のごを意 


ご使用場所について 

運廣中のご使用は危険ですのでおやめ<ださ 
い。 

取り扱いについて 

• 落としたり、強いショックを与えたりしな 
いでください。故障の原因になります。 

• なのよラな場所には置かないで<ださい。 

一温度び非常に高いところ (60 でし乂上)。 
一直射曰光のあたる場所や暖房器具の近く。 
-窓を閉めをった自動車内(特に夏期)。 

-風呂場など湿気の多いところ。 

一 ほこりのをいところ。 

• 水びかからないようご注意ください。本機 
は防水仕様ではありません。特に政下の場 
合ご注意 < ださい。 

一 洗面所などで本機をポケットに入れての 
使用。 

身体をかびめたとをなどに、落としてか 
濡れの原因になる場合びあります。 

-雨や雪、湿度のをい場所での使巧。 

-汗をかく状況での使巧。 

磊れた手で軸ったり、汗をかいたを服の 
ポケットに入れると、氷濡れの原因にな 
ることびあります。 

• 空気び乾燥する時期にへッドホンを使用す 
ると、耳にピ U ピリと痛みを感じることび 
ありますび、へッドホンの故障ではなく、人 
体に蓄積された静電気によるものです。静 
電気の発生しに < い天然素材の衣服を身に 
着けていただくことにより、軽減されます。 


万一故障した場合は、内部を開けずにお買い 
上げ店またはソニーサービス窓□にご相談< 
ださい。 

ノイズについて 

• 録音中や再生中に本機を電灯線、壁光灯、携 
帯電話などに近づけすぎると、ノイズび入 
ることびあります。 

• 録音中に本機に手などび当たったり、こ 
すったりすると、雑音び録音されることび 
あります。 


お手入れ 

本体表面び巧れたとをは、水気を含ませた柔 
らかいなで軽くふいたあと、からぶきします。 
シンナーやベンジン、アルコール類は表面の 
仕上げを傷めますので使わないでください。 


をな仕様 

本機の仕様 

容量(ユーザー使巧可能領域） 

2 GB (約179 GB 二1,924,136,960 Byte ) 
メモ U —容量の一部をデータ管理領域として 
使巧しています。 

最大ファイル数りフォルダ内） 

9弓ファイル 

最大ファイル数 (5 フォルダ内） 

495ファイル 

周液数節囲 

SHQ : 75 Hz 〜20,000 Hz 
HQ : 75 Hz 〜17,000 Hz 
SP : 75 Hz 〜15,000 Hz 

LP : 80 Hz - 3,500 Hz 

対応ファイル フオー マット 

コー デ ック： MP 3 

ビットレート： 8 kbps 〜192 kbps 

ヴンプ U ング周波数： 11.025/44.1 kHz 

スピーカー 

直径28 mm 

入-出力端子 

が部入力(ステレオ S ニジャック） 

プラグインパワー対応 
最ル入カレベル： 0.4 mV 
へッドホン(ステレオ S ニジャック） 

推奨負荷インピーダンス：]6 Q 

再生スピード調節 ( DPC ) 

+ 100%〜一50% 

実用最大出力 

300 mW 


DC 3 V 、単4形アルカ U 乾電池（付属）2本 
DC 2.4 V 、 単4お巧電式ニッケル水素電池（別 
売）2本 

動作温度 

5 で〜 35む 

最大外お寸法 

約 37.5 mmx 1 14.0 mmx 20.9 mm 
(幅/高さ/奥行き ）（」 EITA * i ) 

質量 

約 73 g (アルカ U 乾電池2本含む） （ JEITA * i ) 

*' 電モ情報技術産業協を CIEITA ) 規格。 

付属品 

表面参照 

別売アクセサリー 

エレク トレッ トコンデンサーマイク□ホン； 

ECM - C 引0、 ECM - CZ 10、 ECM - DS 30 P 、 
ECM - CS 3. ECM - TL 3 
オーディオコード*2: RK - G 136、 RK - G 139 
ニッケルか素電池専用な電器； BCG 34 HSS 
充電式ニッケ j レ水素充電池単4お： 
NH - AAA -2 BKB 

ニッケル水素電池専用充電器 • 充電池セット： 
BCG 34 HS 24 K 

的 お使いになれるオーディオコード 

ラインインを使って接続するときは、巧のお抗な 
しオーディオコードをお使いください。 


本機側 

接続巧機翻則 

RK - G 13 弓ステレオミニプ 
ラグ（抵巧なし） 

S ニプラグ(モノ 
ラル）（抵巧なし） 

RK - G 136 ステレオミニプ 
ラグ(抵抗なし） 

ステレオ S ニプ 
ラグ(抵抗なし） 


本機の仕様およびが観は、改良のため予告なく 
変更することびありますが、ご了承 < ださい。 

最大録音時間# 3 # 4 

最大録音時間は、全フォルダ合わせて表のと 


おりです。 

SHQ モード 

約22時間15分 

HQ モード 

約巧時間20分 

SP モード 

約89時間 

LP モード 

約534時間25分 


連続録音の場合は、途中電池交換び必要にな 
ります。詳し<は下記の乾電池の持続時間を 
ご確認ください。 

表記の最大録音時間は目安です。 

電池の持続時巧 

乾電池の持続時間*1(ソニーアルカ U 乾電池 
LR 03 ( SG ) を連続使巧時） 

SHQ モードの HQ モード*3 

録音時 約34時間 約34時間 

スピーカー再生時 W 約12時間 約12時間 
へッドホン再を時約3目時間 約36時間 

SP モード*4 LP モード" 
録音時 約39時間 約55時間 

スピーカー再生時 W 約12時間 約12時間 

へッドホン再を時約36時間 約36時間 

充電式電池の持続時間* 1 (ソニー充電式ニッ 
ケル水素電池 NH - AAA を連続使用時） 

SHQ モ-ドの HQ モ-ド*3 

録音時 約22時間 約22時間 

スピーカー再生時# 6 約10時間 約10時間 
へッドホン再生時約25時間 約25時間 

SP モ—ド*4 LP モード*5 

録音時 約27時間 約37時間 

スピーカー再生時 W 約10時間 約10時間 
へッドホン再を時約25時間 約25時間 

*' 電モ情報技術唐業協会 UEITA ) 規格による測 
定値です。使用条件によって短<なる場合び 
おじます。 

*2 SHQ モード：モノラル超高音質モード 
HQ モード：モノラル高音質モード 
*4 SP モード：モノラル標準モード 
LP モード：モノラル長時間モード 
W 音量レベルを27に設定し、内蔵スピーカーで 
音楽を再生した場合。 


が障かな？とおった5 

修理を依頼される前に、ちラー度下記項目を 
チェックしてみて<ださい。それでち解決し 
ない場合、ご不明な点は、にレコーダー•力 
スタマーサポートページ(表面)をご覧いただ 
くか、ソニーの相談窓 □ (表面)までお問い合 
わせ <ださい。 

修理に出すと、録音した内容び消えることび 
あります。ご了承<ださい。 


こんなとをは 

電源が切れない。 

• 停止中にホールド-電源スイッチを「切」の 
方向に動かす。 

液晶表示び消えない。表示が二重に見える。 

• 保護シートび付いていませんか。 

^フィルムを剥びしてお使いください。 

電源が入らない。 

• 電池の©と©の向さび正し < ない。 

• 電池び消耗している。 

スピーカーから 音が 出ない。 

• 音量び絞られている。 

• へッドホンをつないでいる。 

へッドホンをつないでいてち、スピーカーか 

5音が出る。 

• 再生中にへッドホンを差し込むとを、最後 
まで差し込まないとスピーカーからち音び 
聞こえてしまラことびあります。 

一いった hj へッ ドホンを损いて、最渡まで 
しっかり差し込む。 

録音が 遠 中で止まる。 

• V 0 R び作動している。 V 0 R を使巧しない 
ときは、メニューで rOFF 」 にする。 

雑音が入る。 

• 録音したとを、本機をこすってしまい、雑音 
び録音された。 

• 外部マイクで録音したとさ、マイクのプラ 
グび巧れていた。 

^プラグををれいにクリーニングする。 

• へッドホンで聞いているとを、へッドホン 
のプラグび巧れている。 

^プラグををれいにクリーニングする。 

ファイルを分割でをない。 

• モリー残量び不足していると、ファイル 
分割はでさません。 

• 1フオルダ内のファイル数び9弓件を超える 
と、ファイル分割はでをません。不要なファ 
イルを消まして < ださい。 

• ファイルのはじめから 0.5 秒までと終わり 
から 0.5 砂までの間ではファイル分割はで 
をません。 

• 頻繁にファイル分割をすると、ファイル分 
割びでさな < なることびあ0ます。 

• ニューで 「 LOCK 」 （な護)び rON 」 になっ 
ているとファイルは分割でをません。 

再生スピードが速すざたり遅ずぎたりする。 

• DPC (速度調整)び rON 」 になっているため、 
調整した再生スピードで再生されている。 

一 DPC 链度調載を rOFF 」 にすると、通常 

の速度で再生されます。または、再生ス 
ピードを調蕾してください。 

時計表示び r —:— 」になる。 

• 時計を合わせていない。 

録音日時表示が r — 年—月—日」または r —:— 」 

になる。 

• 時計を合わせていないとをに録音したファ 
イルには、録音した曰付は表示されません。 

時計がリセットされる。 

• 電池をはずした状態で約1分切上たつと時 
計び U セットされまず。電地を交換すると 
きは、新しい電池を巧意してから交換して 
<ださい。 

メニュー表示の項目が足りない。 

• 再生中または録音中は、表おされないメ 
ニューびあります。 

消去でをない。 

• ニューで 「 LOCK 」 （保護)び rON 」 になっ 
ているとファイルは消までをません。 

一 「 L 0 CKJ を rOFF 」 に設定して、保護設定 
を解除して < ださい。 

録音レベルが不安定。(音楽などを録音したと 

さ） 

• 音楽などの音源を録音したいとをは、列部 
マイクを使巧し、雑音び入らないよラに 
セッティングして録音して<ださい。 

また、 SHQ モードまたは HQ モードをお使 
い < ださい。 

他の機器から録音するとさ、録音レベルび小 

さずぎたり大きずぎたりずる。 

• 他の機器のへッドホン端子を使って本機と 
接続し、つないだ磯器側で音量を調節して 
ください。 

電池の持続時間が短い。 

• 乾電池の持続時間は、音量レベルを27で再 
生した場合の目まです。使用条件によって 
短くなる場合びあります。 

変更したメニュー設定が反映されていない。 

• 設定変更直後に電池び揣かれた場合、本機 
の ニュー設定び反映されないことびあり 
ます。 

起動に時間がかかる。 

• ファイル数びをいと、起動するのに時間び 
かかることびありますび、故障ではありま 
せん。停止画面になるまでお待ちください。 


エラー 表 お一 覧 

L 0 BATT (電池マークび同時に点滅） 

• 電池び消耗しています。新しい単4形乾電 
池と取り換えて < ださい。 

FULL (胃が同時に点滅） 

• 録音でをるメモ U —容量びな<なりました。 
し K つかのファイルを消去してからやり直 
して < ださい。 

FULL (ファイル蚕号び同時に点滅） 

• ファイルの合計び最大ファイル数 (99 件） 

を超えたため、新規のファイルを作成でを 
ません。い<つかのファイルを消ましてか 
らやり直して < ださい。 

FULL (移動先フォルダアイコンび同時に点滅） 

• 移動先フォルダ内のファイルの合計び最大 
ファイル数巧9件)のため、ファイルを移動 
でをません。いくつかのファイルを消去し 
てからやり直してください。 


N 0 DATA 

• 1件をファイルび録音されていません。 

ファイル保護、消去、移動などの操作びでを 
ません。 

LOCK (固が同時に点滅） 

• 選んだファイルび、保護されているため、消 
ま、分割、移動などびでをません。ニュー 
で 「 LOCK 」 （保護)の設定を rOFF 」 にすると 
操作でをるよラになります。 

ERR ACCESS、ERR 01〜06 

• 何らかの原因でシステムエラーび発生して 
います。一度電池をはずし、再度入れ直して 
<ださい。それでを動作しない場合は、ソ 
ニーの相談窓□(表面)までご連絡ください。 

HOLD 

• ホールド機能び設定されているため、操作 
でさません。ホールド機能を解除して、操 
作でさるよラにするには、ホールド-電源 
スイッチを r ホールド」の矢印と反対の方向 
にずらします。 


システム上の制約 

にレコーダーの録音方式では、いくつかのシ 
ステム上の制約びあり、次のよラな症状び出 
る場合びあります。これらは故障ではありま 
せんので、あらかじめご了承 < ださい。 


最大録音時間まで録音でさない。 

• SHQ モード、 HQ モード、 SP モード、 LP モー 
ドを混ぜて録音すると、最大録音時間は 
SHQ モードと LP モードの最大録音時間の 
間になります。 

• 上記の理由により、実隙に録音した時間(力 
ウンター表示)の合計と、 r 録音可能時間」を 
合計した時間び、最大録音時間ぶり かなく 
なる場合びあります。 


巧証書とア フターサー 
ビス 

巧証書 

• この製品にはな罰書び添付されていますの 
で、お買い上げの際お買い上げ店でお受け 
取り <ださい。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめ 
のラえ、大切に保存して < ださい。 

• イ呆罰期間はお買い上げ曰より1年間です。 

アフターヴー ビス 

調子が悪いとさはまずチIックを 

この説明書をちラー度ご覧になってお調べく 
ださい。 

それでも具台の悪いとさはサービスへ 

ソニーの 相談窓 □ (表面)、お買い上げ店、または 
ソニーサービス 窓□にご相談<ださい。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていた 
だをます。詳しくはな罰書をご覧ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、ご要 
望にぶり有料修理させていただをます。 

部品の保有期間について 

当社ではにレコーダーの補修用性能部品(製 
品の機能を維持するために必要な部品)を、製 
造打ち切り後6年間保有していまず。 

ただし、故障の状況その他の事情により、修理 
に換えて製品交換をする場合びありますので、 
ご了承ください。 


著作権と商標にごいて 

著作権について 

• 権利者の許諾を得ることなく、このマニュ 
アルの全部または一部を複製、較用、送信等 
を行ラことは、善作権法上禁止されており 
ます。 

• あなたび録音したちのは、個人として楽し 
むなどの他は、善作権ま上権利者に無断で 
使用でをません。着作権の対象になってい 
る画像やデータの記録されたメディアは、 
善作権法の規定による範囲巧で使用する 
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